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豊橋観測点における地下水中の溶存ガス成分濃度変化と周辺の地震活動

Variation in concentrations of gases dissolved in groundwater at Toyohashi station and
neighboring seismic activity
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地質調査所は，名古屋大学地震火山観測研究センターと共同して，愛知県豊橋市において，ボーリング孔内の

地下水位・地下水温・溶存ガス・地殻歪・地殻傾斜と横坑湧水中の溶存ガスを 1998 年から観測している．溶存ガ

スの分析には，４重極型質量分析計と気体透過膜を用いたシステムを用い（五十嵐・他，1997），水素・ヘリウム・

メタン・窒素・酸素・アルゴン・炭酸ガス等を２分間隔で連続測定している．1999 年 5 月 7 日と，1999 年 11 月

29 日に豊橋観測点の周辺でＭ4.7 の地震が発生した．これら２つの地震の前後に，ボーリング孔内の溶存ガス中の

水素／アルゴン比が異常な変化をしたので報告する．

地震前（後）における地下水化学成分濃度の異常変化は過去に何度も報告されているが，その変化メカニズム

はまだ明らかとはなっていない．我々は，地震前の地下水化学成分濃度の変化を，地震発生に関連する前兆的な地

殻変動を反映したものであるとの仮説に立ち，地殻変動と地下水化学成分変化との関係を定量的に見積もることを

試みている．これらの関係を定量的に見積もるには，地殻変動に関する測定を多様化すると同時に，挙動の異なる

複数の化学成分を測定し，相互に比較することが望ましい．愛知県豊橋市にある三河地殻変動観測所では山内・下

（1982），Yamauchi（1992）等によって，横坑内における地殻変動観測結果と，坑内大気中ラドン濃度や地下水溶

存ラドン濃度との関係が詳細に研究されてきた．また，豊橋市は東海地震の想定断層面の西端付近にあり，東海地

震の前兆的地殻変動の検出が期待できる場所でもある．

以上のことから，地質調査所は名古屋大学と共同して，豊橋市の三河地殻変動観測所に，ボーリング孔を掘っ

て水位計・水温計・ボアホール式３成分歪計・２成分傾斜計を設置し，ボーリング孔近傍にはＧＰＳ観測点も設け，

地殻変動に関わる測定手法を多様化した．また，五十嵐・他（1997）の開発した４重極型質量分析計と気体透過膜

を用いた溶存ガス多成分連続測定装置も設置し，これらの機器による観測を1998 年から開始した．この溶存ガス

多成分連続測定装置では，ボーリング孔内の地下水および横坑トンネル湧水の溶存ガス中の水素・ヘリウム・メタ

ン・炭酸ガス・アルゴン・酸素・窒素等を２分間隔で連続測定している．

豊橋におけるこのような観測を開始して後，1999 年 5 月 7 日に静岡県中部で地震Ｍ4.7 の地震（深さ 20ｋｍ，

地殻内の地震）が，1999 年 11 月 29 日に愛知県西部でＭ4.7 の地震（深さ 51km，フィリビン海スラブ内の地震）

が発生した．これら２つのＭ５弱の地震の前後に，ボーリング孔内の溶存ガス中の水素／アルゴン比が異常な変化

をしたので報告する．
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